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工藤（2004, 2011）、村上（2005a, b）を一部参考にした。なお、本稿では「トル」を、動詞のテ形
＋-or- として扱っている。「ヨル」-jor- については、「熊本県球磨方言の接辞 -jor-、-jar-」（「東京大




話者は、人吉市在住の姉妹である L1（1915 生 女性）、L2（1920 生 女性）、M（1935 生 男性）
である。
本稿で例文に使うものは、以下の録音資料からである。年代の異なる 6 つの録音（計 501.6 分）
を筆者が文字化して話し言葉コーパスとして活用した。主に kb.3 から抜き出している。




コーパスは、一人一回の発話を一行とし番号をつけた。u n＝" 数字 " が行数を表している。sp＝
" 話者の名前 " である。前述のとおり、L1（1915 生、女性）、L2（1920 生、女性）、M（1935 生、
男性）として表している。
（表記の例）
発話保存ファイル番号 kb.3、539 行目、話者は L2 である。 </u> は一回の発話おわりである。「　」
は共通語訳である。全ての用例を通して、拗音、ヤ行は /j/、撥音 /N/、促音 /Q/、融合「：」で
表している。わかりにくい箇所には前後の内容や形態素についての説明を加えた。




1998.4.9  92,08 kb.2
1999.3.31  51,00 kb.3
1999 年（月日なし）  87,05 kb.4
日付 録音時間 ファイル名
2004.7.30 146,02 kb.5















（1）kb.3 <u n="197" sp="L1"> 
　　kaNziN-doN=deN-naN=deN　atama　kiQ=te　kur-e-o-i-jaQ-ta=de </u> 
「物乞いにだって誰だって、髪をきってあげてたよ」
姉 L1 が、自分の父親の思い出話を M にしているところである。L1 の父親は誰にでも親切だっ
たという内容である。
kaNziN は当時の物乞いを表す語彙である。-doN は敬称である。髪を切ることを atama　kir-u









ある。sur-u は動詞「する」を表し、＝de、＝tai はどちらも断定を表す終助詞である。＝de は強
い断定を表す。　-or- は頻繁ではないため、経験に分類できる。
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（b）習慣を表す
共通語で（～する）という意味を表すものを習慣とする。































（7） <u n="217" sp="L1"> si-o-i-jaQ-ta=de </u> 
「していたよ」
（b）動詞 sur-u が終止形の場合
（8）kb.3 <u n="214" sp="L2"> uN　su-o-i-joQ-ta=de=tai </u> 
「うん。していたよね」
上記のような違いは、もともとはいくつかの用法があったものが時代によって変わってきたのか
もしれない。L1（1915 生）、L2（1920 生）。以下、年齢が 5 才違うと語彙などが異なる例を紹介する。
次の会話は L1（1915 生）、L2（1920 生）、L3（1925 生）、M（1935 生）の三人の会話の一部である。
「つらら」の話になり、それぞれなんと言っていたか、という内容である。
（9）kb.4
　　<u n="1723" sp="L2"> odoma　tahiQti:oN-mos-ita </u> 
　　<u n="1724" sp=”M"> oo </u> 
　　<u n="1725" sp="L3"> o-doN=ga　tosi=ni　nar-e=ba tarehi　tarihi=no-hoo=ga
　　hoNto=zja-na-i-des-u=ka </u> 
　　<u n="1726" sp="M"> hee </u> 
　　<u n="1727" sp="L3"> tari　tahi=wa　koori </u> 
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以上のように、L2 と L3 姉妹は 5 才しか違わないのに、違う語彙がある。また、自分を odoma（L2）、
o-doN（L3）と表したり、助詞や文末も異なることがわかる。助詞の＝wa については、は L2、L3
は 501.6 分の会話を通してほとんど出てこない。L1、L2 が -mos-u を使うのに対し、L3 は -des-u




















（12） kb.3 <u n="433" sp="L2">
 uN so-gjaN-to　mi-tar-i　ki-i-tar-i suQ-to=ba　baa-saN=ni　nitQ:oQ-to=bai </u>
「うん。そんなの、見たり聞いたりするのは、お母さんに似ているのよ」
ここでは、L1 と L2 が父母のどちらに似ているかという話をしている場面である。
so-gjaN「そんな」、gjaN は「～のような」という意味を表す。mir-u「見る」、kik-u「聞く」、
小野：熊本県球磨方言の接辞 -or- 7
suQ- は動詞 sur-u である。母親のことを baa-saN と言っている。
動詞 nir-u「似る」＋　-or- が融合しており、状態を表している。




のだと話している。o-doN 自分を表す。動詞 hik-u「（血を）ひく」＋-or- で状態を表している。
（c）習慣を表す
話の内容によるのかもしれないが、習慣を表すものは少なかった。
（14） kb.3 <u n="169" sp="L1">















（16） kb.3 <u n="216" sp="L2">


















































て目にすることがある。球磨方言では -jor-、-jar- は -or- のあとにでてくることが多い。たとえば、

















Usage of -or- in Kuma Dialect in Kumamoto Prefecture
Ayako ONO*
Keywords
Kuma Diarect, affixes, -or-
This study introduces the affixes -or- in Kuma diarect, which is spoken in the Hitoyosi Kuma area of 
Kumamoto Prefecture in Japan. Since -or is item that appear in spoken language, a 501.6 minutes 
spoken corpus was created prior to this study. All the examples used are taken from this corpus.
 The verb + -or- represents experience, customs, continuation and states, and the adjective + -or 
represents states in spoken Kuma language.
